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１ 越谷市の国民健康保険の現状について 

（１）被保険者数の状況 

越谷市国民健康保険の被保険者数（図１）は、７５歳以上の方の後期高齢者医療制度への移行や、被用者保険の適用拡大によ

る社会保険への加入などにより、年々減少しています。 

また、国民健康保険は定年退職者が多く加入するため、令和５年度年齢階層別被保険者数（図２）のとおり、６５歳以上の高

齢者が多くの割合を占めており、今後もこの傾向は続くものと思われます。 

 

  

・被保険者は、年々減少している。 

・被保険者は、65 歳以上の高齢者（前期高齢者）が 4 割以上を占めている。 

ポイント！ 

※各年度の平均被保険者数 ※令和 5 年 4 月 1 日現在 

【令和５年度年齢階層別被保険者数】（図２） 【被保険者数】（図１） 
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＜年齢と医療費の関係＞ 

  

前
期
高
齢
者 

（図３） 
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（２）医療費の状況 

国民健康保険の医療費は、被保険者数が年々減少していることから、医療費総額（図４）も減少しています。 

一方、高齢化の進展や医療の高度化などにより、被保険者１人当たりの医療費（図５）は増加傾向にあります。令和２年度は

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による受診控えや手術の先送りなどにより大きく減少しましたが、令和３年度以降は増加

傾向にあります。 

・被保険者の減少に伴い、医療費総額も年々減少している。 

・一方で、1 人当たりの医療費は、高齢化の進展や医療の高度化などで増加傾向にある。 

ポイント！ 

【医療費総額】（図４） 【１人当たりの医療費】（図５） 
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（３）国民健康保険事業費納付金の状況 

国保の広域化により、県が保険給付費（医療費等）を全額賄い、市町村が県に国民健康保険事業費納付金（以下「納付金」と

言います。）を納付する制度がはじまりましたが、本市の納付金総額（図６）は、被保険者の減少に伴い、減少傾向にあります。 

一方で、被保険者１人当たりの納付金（図７）は、増加傾向にあります。これは、１人当たりの医療費の増加に加え、後期高

齢者支援金や介護納付金の１人当たり負担額が増加傾向にあるためであり、後期高齢者の増加や介護需要の増大などにより、今

後も増加していくことが見込まれます。 

なお、令和２年度の納付金は、平成３０年度の精算などのため減少したもので、一時的なものです。 
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・被保険者の減少に伴い、納付金も減少傾向にある。 

・一方で、１人当たりの納付金は増加傾向にあり、今後も増加が見込まれる。 

ポイント！ 

【納付金総額】（図６） 【１人当たりの納付金】（図７） 
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＜国民健康保険事業費納付金とは？＞ 

国民健康保険は市町村が個別に運営を行ってきましたが、年齢構成が高く医療費水準が高い、所得水準が低い、市町村規模の格

差など、構造的な問題がありました。 

そこで、平成３０年度から国民健康保険を都道府県単位化し、都道府県が新たに財政運営の責任主体として中心的な役割を担

い、市町村は、引き続き資格管理、保険給付、保険税の賦課徴収、保健事業などを行うこととなりました。 

 

○都道府県は、 

・医療給付費等の見込みを立て、市町村ごとの納付金の額を決定する。 

・保険給付に必要な費用の全額を市町村に対して支払う（保険給付費等交付金の交付）。 

・市町村ごとの標準保険税率を算定･公表する。 

○市町村は、 

・都道府県の示す標準保険税率等を参考に保険税率を定め、保険税を賦課･徴収し、 

都道府県に納付金を納める。 

 

《都道府県の国保特別会計》 

 

 

 

 

 

《市町村の国保特別会計》 

 

 

 

 

 
 

国保財政の 
基盤の強化 

・法定繰入(保険税軽減等) 

・法定外繰入(赤字補填) など 

交付金 納付金 

医療給付 保険税 

支出 収入 

支出 収入 

・公費負担(国庫負担金等) 

・支援金(前期高齢者交付金) など 

加入者 （図８） 



 

- 6 - 

 

（４）国民健康保険税の収納率の状況 

現年度収納率（図９）は、若干の変動はあるものの、概ね９０％～９２％台で推移しています。 

また、収納率は人口規模の大きな団体は一般的に低い傾向にありますが、県内６３市町村中の収納率県内順位（図１０）は、

他市町村も徴収強化に取り組んでいることなどから、徐々に低下しつつあります。 

 

 

  

・現年度の収納率は、概ね 90％～９２％台で推移している。 

・収納率の県内順位は徐々に低下しつつある。 

ポイント！ 

 

【現年度収納率】（図９） 【収納率県内順位】（図１０） 
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２ 赤字削減・解消計画の進捗状況について 

（１）計画と実績の比較 

令和４年度の決算見込みにおける赤字額は５.５億円となっており、計画より赤字額は少なくなる見込みです。 

令和５年度予算では、計画より１億円の増となっていますが、決算では計画程度に減じる見込みです。 

（表１） 

年 度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 

計 画 10.2 億円 6.3 億円 7.5 億円 8.9 億円 7.9 億円 6.4 億円 3.5 億円 3.9 億円 0 円 

実 績 10.2 億円 6.8 億円 0 円 6.8 億円 5.5 億円 
7.4 億円 
（予算） 

   

差 ±0 円 ＋0.5 億円 ▲7.5 億円 ▲2.1 億円 ▲2.4 億円 ＋1.0 億円    

備 考  税率改定   税率改定  税率改定
（見込） 

 税率改定
（見込） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・赤字は概ね計画どおり削減が進んでいる。 

・令和５年度予算では、計画より１億円の増となっているが、決算では計画程度に減じる見込み。 

ポイント！ 
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（２）全国の赤字解消の状況 

  

（図１２） 

・国が毎年度 3400 億円の公費を投じており、全国では赤字が２３７市町村まで減少。 

・埼玉県でも赤字は３８市町村まで減少。 

ポイント！ 

・国保の財政基盤強化を図

るため、国が毎年度 3400

億円の公費を投入。 

・その結果、全国１７１６市町

村のうち、赤字の市町村は

237 まで減少。 

・埼玉県では、63 市町村の

うち、赤字は３８まで減少。 
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３ 赤字削減・解消に向けた取組について 

（１）保健事業の推進 

① 特定健康診査 

特定健康診査は、保険者に実施が義務付けられているもので、４０歳以上の国保加入者を対象に、生活習慣病を予防・早

期発見するための検査（身長・体重・腹囲・血圧等の測定、尿検査、血液検査など）を無料で実施しています。 

特定健康診査の受診率が高い程、医療費が低くなる傾向にあると言われており、本市では、国が定める検査項目に加え、

独自に検査項目（血清クレアチニン・尿潜血・白血球数等）を追加するとともに、未受診者へ受診勧奨を積極的に行い、被

保険者の疾病の予防・早期発見・早期治療に繋がるよう、受診率の向上に努めています。 

【特定健康診査受診率】                                  （表２） 

  H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

越谷市受診率（％） 41.5% 41.9% 37.2% 39.3% 41.1% 

県平均受診率（％） 40.3% 40.7% 34.9% 36.9% 37.4% 

※令和４年度は、令和５年４月末現在の法定報告基準の数値。確定は、令和５年１１月頃。 

 

② 糖尿病性腎症重症化予防対策事業 

特定健康診査の結果から、糖尿病が重症化するリスクの高い医療機関未受診者・受診中断者を医療に結びつける「受診勧

奨」と糖尿病性腎症で通院する患者のうち、重症化リスクが高い患者に対して保健指導（人工透析への移行を防止すること

を目的とする指導）を行っています。 

 

③ その他 

その他にも、医療費通知の送付（年８回）や、人間ドック検診料助成事業、埼玉県コバトン健康マイレージ事業、特定保

健指導、健診異常値放置者・治療中断重症化予防事業、重複頻回・服薬対策事業などに取り組み、被保険者の健康の保持増

進及び医療費の適正化に努めています。 
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（２）医療費縮減対策の推進 

① ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用促進 

ジェネリック医薬品（後発医薬品）を利用することで医療費の縮減が図れるため、生活習慣病に関する医薬品をジェネリ

ック医薬品に切り替えた場合に、１ヶ月の自己負担額を１００円以上縮減することが見込まれる方に、ジェネリック医薬品

利用差額通知を年２回（１０月、３月）送付しています。 

また、被保険者証の更新時に、「ジェネリック希望」のシールを配布するなど、その利用促進に努めています。 

【ジェネリック医薬品の数量シェア】                            （表３） 

  H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

越谷市（％） 78.3% 79.0% 81.3% 81.6% 82.3% 

県平均（％） 77.0% 77.5% 79.8% 80.3% 81.3% 

 

 

② レセプト点検 

レセプト点検員により、埼玉県国民健康保険団体連合会が行った一次点検後に、レセプトの二次点検を実施し、医療費請

求が適正であるか二重点検を行っています。 

 

 

③ 不当利得返還請求事務等 

国民健康保険の資格喪失後に、越谷市の被保険者証を使用して医療機関を受診する不当利得者がいるため、その際には越

谷市が負担した保険給付費の返還請求を行っています。 

また、第三者行為と思われる被保険者証使用については、発生状況等を調査し、保険給付を行う場合は、被保険者（被害

者）から損害賠償請求権を代位取得し、加害者に対して、その過失割合に応じて求償を行っています。 

 

 

 



 

- 11 - 

 

（３）収納率向上の取組 

① 口座振替の原則化 

本市では、令和５年４月から口座振替による納付を原則としま

した。 

国保の新規加入時に口座振替登録を案内していますが、令和４

年度から「口座振替推進キャンペーン」（図１３）を実施し、さ

らなる口座振替の利用促進を図っています。 

また、口座振替登録手続きの簡略化を図るため、ペイジー（キ

ャッシュカードをスキャンするだけで口座振替の登録ができるサ

ービス）による口座振替登録の導入を検討しています。 

 

〈口座振替率〉 

越谷市の口座振替率 R3 年度：23.3％(埼玉県 31.8％) 
 

〈口座振替の有効性〉 

令和元年度期限内納付率（埼玉県平均） 

 

 

 

 

 

 

〈口座振替推進キャンペーン〉 

キャンペーン期間中、新たに口座振替を申し込んだ市民

の中から抽選で 100 名に 2,000 円相当の贈呈品を送付。 
 

令和４年度申込み件数 ４９５件（前年比 151.38％）  

特別徴収

（年金差引） 納付書払 口座振替

期限内納付率 100.0% 64.9% 96.3%

普通徴収

納付書払と口座振替では、期限内納付率に３割以上の差！ 

（表４） 

（図１３） 
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② スマホ納税の利用促進 

令和２年１２月からスマートフォン決済アプリでの納付（スマホ納税）を開始しました。いつでもどこでも簡単に使える

スマホ納税の利用を促進することで、納付の利便性の向上を図っています。 

【収納方法別の納付件数・割合（普通徴収）】                         （表５） 

 

 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

納付件数 割合 納付件数 割合 納付件数 割合 

窓口納付 84,412 件 24.69％ 78,391 件 23.13％ 72,017 件 21.99％ 

コンビニ 145,154 件 42.45％ 140,213 件 41.37％ 133,577 件 40.79％ 

スマホ納税 709 件 0.21％ 10,143 件 2.99％ 17,222 件 5.26％ 

口座振替 111,680 件 32.66％ 110,174 件 32.51％ 104,692 件 31.97％ 

合計 341,955 件 100％ 338,921 件 100％ 327,508 件 100％ 

※令和２年度のスマホ納税は、令和２年１２月～令和３年３月までのもの。 

 

③ 休日納税相談の実施 

仕事等で平日に来庁が困難な方を対象に、毎月第１日曜日に休日納税相談を実施し、滞納者が減るよう努めています。 

 

④ 夜間電話催告 

督促や催告をしたにも関わらず納付や納付相談がない場合、早期に納税相談の機会を確保するため、月１回程度、夜間電

話催告を実施しています。 

 

【夜間電話催告件数】                                   （表６） 

  H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

納税指導 585 件 562 件 94 件 359 件 262 件 

納付済み 4 件 20 件 1 件 3 件 13 件 

納付約束 317 件 387 件 52 件 380 件 359 件 

合計 906 件 969 件 147 件 742 件 634 件 
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（４）その他の取組 

① 国民健康保険の資格の適正化 

年金情報に加えてオンライン資格確認システムの「資格重複状況結果一覧」を活用し、国保の資格喪失や取得の手続きが

なされていない方に、勧奨通知を送付し、早期の手続きを促しています。 

また、納税通知書等の郵便物が届かない世帯に対して居住実態調査を実施し、居住実態のないことが確認できた被保険者

については、市民課にて住民票を職権にて消除しています。 

 

② 国民健康保険税の適正な賦課 

確定申告や市民税の申告がなされておらず、国民健康保険税の申告もない未申告の方を対象に、申告書を送付し申告を促

すことで、国民健康保険税の適正な賦課に努めています。 

 

  

・赤字削減・解消に向け、様々な取組を進めている。 

・具体的な取組は、費用の縮減のための医療費対策や収入の確保のための収納対策など。 

ポイント！ 
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４ 埼玉県国民健康保険運営方針（第３期）について 

（１）埼玉県国民健康保険運営方針（第３期）の策定 

広域化後の新制度では、都道府県が国民健康保険運営方針を策定し、市町村はこれを踏まえて国民健康保険の事務の実施に努

めることとされました。埼玉県では、令和５年度で第２期の運営方針の計画期間が終了となることから、令和５年１２月に

令和６年度から令和８年度までを計画期間とする埼玉県国民健康保険運営方針（第３期）を策定する予定です。 

 

（２）新たな運営方針（予定）における赤字削減・解消 

埼玉県国民健康保険運営方針（第２期）では、令和８年度までに赤字を解消する段階的な目標を設定することとされておりま

したが、新たな運営方針では、令和９年度に保険税水準の準統一を実現するために、令和８年度までに法定外一般会計繰入等を

解消することが目標として明確に定められる見込みです。 

（表７） 

 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 

本市の計画 

  

  

 

   

  

県運営方針  

 

   
  

   

 

  

第１期 

・新たな運営方針では、令和８年度までに法定外一般会計繰入等を解消することが目標として明確

に定められる見込み。 

ポイント！ 

税率改定 計画策定 税率改定 

赤字削減・解消計画 

第２期 第３期 

赤字解消 
保険税水準 

準統一 
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５ 今後の赤字の見通しについて 

（１）本市の赤字の状況について 

国民健康保険は医療保険という特定の事業を行うため、一般会計と区分して特別会計を設けていますが、財源の不足分は一般

会計から繰り入れを行い、赤字を補填しています。 

税率の見直しにより、赤字額（図１４）は減少しているものの、令和５年度当初予算ベースの赤字額は７．４億円となってい

ます。なお、令和２年度は平成３０年度の納付金の精算により一時的に解消したものです。 

 

 

 

 

  

・税率の見直しにより赤字は減少しているが、令和５年度当初予算では７．４億円となっている。 

・１人当たりの赤字額は令和５年度当初予算で、1 万１，７６２円。 

ポイント！ 

【赤字の推移】（図１４） 

10.2 

6.8 

0.0 

6.8 
5.5 

7.4 

3.5 3.9 

0.0 
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

（億円）

決算 計画 予算 
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（２）本市の赤字額の今後の見通しについて 

貴協議会からは、令和３年の答申で、保険税は２年ごとに見直しを行うことが適当であるとのご意見をいただいております

が、仮にこのまま現行の保険税を維持した場合、令和８年度の赤字解消は困難です（図１５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・現行の保険税を維持した場合、令和８年度までの赤字解消は困難である。 

ポイント！ 

【今後の赤字額の試算】（図１５） 

4.1億円 4.0億円 3.8億円 3.7億円

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

R5 R6 R7 R8

（億円）

＜試算の条件＞ 

・被保険者は毎年度３％ずつ減少する。 

・一人当たりの赤字額は令和４年度決算見込

程度とする。 

赤字を少なく見積もっても、現行の保険

税では、毎年 4 億円程度の赤字が続く。 
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６ 今後のスケジュール（案） 

 

運営協議会 時 期 内  容 

令和５年度第１回 ５月２５日（木） 市長からの諮問、現状の把握 

第２回 ７月上旬 見直し案の検討① 

第３回 ８月下旬 〃   ② 

第４回 ９月下旬 〃   ③、答申案の協議 
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